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滋賀県南部流域住民の森林に対する意識について

ーアンケー卜調査による構造の解明ー1)

高橋卓也(滋賀県立大学)

Attitudes of Residents in the Southern Shiga Watershed toward Forests: 

Investigation of its Structure based on a Questionnaire Survey 

1akuya Takahashi (University of Shiga Prefecture) 

In order to investigate the structure of attitudes 

toward forests among the residents of the southern 

watershed region of Shiga Prefecture， a questionnaire 

survey was conducted. By examining the relationships 

among the responses， the following issues were 

clarified: the determinants of one's familiarity with 

forests， one's propensity to participate in forest 

volunteering， one's propensity to choose houses 

1 目的と課題

森林の地域資源としての側面を重視しつつ，その

多面的機能を十分に発揮させるよう，管理・経営す

るにあたっては，住民の意識を把握し，森林管理・

経営に反映させることが重要である.

国民の森林に対する意識については，総務省の実

施する「森林と生活に関する世論調査J([1-3J)に

おいて，約2，000名の有効回答数を確保した相当規

模の定期的調査がなされている 一方，国際的な比

較研究としては，四手井・林が日本・西ドイツ・フ

ランスの3カ国間での比較を行っている [4].

以上の調査・研究では， 日本全体または都市を対

象としており，特定の地域に限定した住民の森林に

対する意識が明らかになっているとは言えない 地

域の森林の管理について方針を打ち出すにあたって

は，その地域の森林に対する意識の特性を明らかに

する必要があると考えられる.

滋賀県においては， 2004年3月に「琵琶湖森林

づくり条例」が制定され，同年 12月には条例の理

念を具体化するため「環境に配慮した森林づくりの

推進Jr県民の協働による森林づくりの推進Jr森林
資源の循環利用の促進Jr次代の森林づくりを支え

(30 ) 

built from domestic wood， and how people perceive 

the functions of forests. An individual's age was 

found to be an important factor affecting his/her 

relationships with forests. Diversities regarding 

expectations toward the functions of forests were 

identified among di妊erentage groups and residents 

of different localities. 

る人づくりの推進」を中心とした「琵琶湖森林づく

り基本計画」が策定された.さらに 2006年4月に

は琵琶湖森林づくり県民税が導入され，さまざまな

事業が展開されている. こうしたなか，住民の森林

に対する意識の解明は喫緊の課題であると言える.

そこで滋賀県南部流域住民の森林に対する意識の

構造を明らかにするためアンケート調査を実施し

た.アンケート調査結果につき記述統計分析，多変

量解析を実施し，住民の森林に対する意識構造の解

明を試みる.

2.調査対象地域の概要 2)

ここでいう南部流域とは，草津市，守山市，栗東

市，甲賀市，野洲市，湖南市の 6市を指す.琵琶湖

に流入する野洲川及び瀬田川に合流する大戸川の流

域に相当する.野洲川上流域(甲賀市ほぼ全域)は，

林業活動が歴史的に盛んな地域であり，人工林率は

59%に達している.特に甲賀ヒノキは良質材として

有名である.野洲川下流域(草津市，守山市，栗東

市，野洲市，湖南市)は，東海道線(琵琶湖線)， 

名神高速道路・新名神高速道路が貫通し，京阪神経

済圏の工業基地そしてベッドタウンとしての開発が
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進んでいる.大戸川流域(甲賀市旧信楽町)の丘陵

地帯はスギ・ヒノキの造林が進み，人工林率は

45%となっている.

3.結果

(1)実施の概要

「南部流域森林づくり委員会J(南部流域の森林づ

くりについて協議する住民・関係者の委員会)は，

2006年 12月に，南部流域(草津市，守山市，栗東市，

甲賀市，野洲市，湖南市)に居住の 20歳以上の男

女 1，000人を無作為に抽出し，郵送によるアンケー

ト調査を実施した.有効回答数は365件で，有効回

答率は 37%となった.各市の有効回答率は29%か

ら42%に分布していた.

(2)回答の概要

1)森林への親しみについての質問

森林への親しみをどの程度感じるかについて尋ね

た(図1). r非常に親しみを感じる(回答者中の
36%)Jと「ある程度親しみを感じる (54%)Jとい

う回答を合計すると， 90%に達する.

2)森林の利用についての質問

回答者が，山や森へ行く際の目的について尋ねた

(図2) この質問では複数回答を許容している.回

答の多かった上位3項目をあげると， r景観・風景
を楽しむため (215回答=回答者中の 59%)Jr何

わからない

図1.森林への親しみについて

景観風景を援しむため

キャンプピクニックを楽しむため

釜山やスキーなどスポ ツを楽しむため

釣りや山菜とりを楽しむため

わ 動植物を観察するため

森林治で心身をリフレ叫，ュのため

何とな〈自然の中でのんびりしたいため

森林ボランティア活動を行うため図8

自己所有山林の手入れのため臣認15
森林には行きたくな日図8

50 100 150 200 250 

「寸ナ15l
'45 

図2 森林を訪れる目的(回答数)

となく自然の中でのんびりしたいため(145回答

=40%)J r森林浴で心身のリフレッシュのため(140

回答 =38%)Jである.

3)森林に期待する働き

今後，森林の働きとして期待する機能を3つまで

選択させた(図3). 回答数の多い上位3項目は， r二
酸化炭素を吸収することにより，地球温暖化に貢献

する働き (201回答=回答者中の 55%)Jr山崩れや

洪水などの災害を防止する働き (185回答 =51%)J

「水資源を蓄える働き(170回答 =47%)Jであった.

( 31 ) 

4)森林ボランティアへの参加の意向

森林ボランティア活動への参加の意向を聞いた

(図4).r参加したいJrどちらかといえば参加した
い」を合わせて参加の意向を示した回答者は全体の

45%であり， rどちらかといえば参加したくないJr参

加したくない」という不参加の意向を示した回答者

44%とほぼ等しい.

5)木材利用についての態度

どのような住宅を選びたいかという質問に対して

は，r木造住宅(在来工法) (54%) J r木造住宅(ツー

パイフォ一等) (34%)J r非木造住宅(12%)Jと木

50 10附 150 200 250 

きのζや山菜を生産する働き

水資，.を蓄える側き

山閥れや洪水などの災害を紡止する働き

大気を浄化したり.騒音をやわらげる働き

二酸化炭素を吸畑することにより.地噂退暖化防止に貢献
する働き

心身の盛しや安らぎ.レクリヱンョンの場を提供する働き

自然に観しみ、森林と人とのかかわりを学J.，'.J"，/.ど教育の場
としての働き

貴Zな野生動織物の生息の場としての働き

その他聞3

170 

92 

107 

図3.森林に期待する機能(回答数)

ボランティア
活動を知らな

参加したくな

い
< .w 

参加したい
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図4.森林ボランティアへの参加意向
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造住宅(在来工法)の選択が大半を占めている(図5).

また，先の聞いで木造住宅を選択した回答者に対し

て，木造住宅を選ぶ際に重視する点を尋ねた(図6).

(3)全国調査との比較

以上の滋賀県南部流域の調査結果の特徴につい

て，全国調査 (1平成 19年森林と生活に関する世論

調査J[3J)と比較しつつ述べる

加の意向を示したものがやや多い. 15)木材利用に

ついての態度」についても，全国調査結果とほぼ類

似した住宅様式への志向が見られた.

以上，概括すると，南部流域住民の森林との関係

性は，全国調査結果の値で示される姿と類似してい

るといえよう.

11)森林の親しみについての質問」では，全国調 4.森林に対する意識の構造

査結果とほぼ類似した結果が得られた.全国調査で (1)分析の方針

は， 1非常に親しみを感じる (49%)J 1ある程度親 個々の住民が，森林に対する意識をどのように形

しみを感じる (43%)Jという結果が得られており 成しているのかを解明することを目的として分析を

合計すると 92%である.湖南流域における森林へ 進める.具体的には，以下の4つの疑問に答えていく.

の心理的親しさ(相当する値は90%)は全国のそ 1) どのような人々が森林に対する親近感を抱い

れとほぼ、同程度であると見ることができる. 12)森 ているのか. 2) どのような人々が森林ボランティ

林の利用についての質問」においても全国調査結果 ア活動に参加するのか. 3)住民は森林の機能をど

と類似した結果であった.森林の利用目的の上位3 のように認識しているのか. 4) どのような人々が

項目は南部流域と全国とで共通している. 14)森林 国産材の住宅を志向するのか.

ボランティアへの参加の意向」では，やや異なった (2)分析の結果

結果が得られた.全国アンケート調査の結果では1)どのような人々が森林に対する親近感を抱い

森林ボランティアへの参加の意向を示した者 ているのか?

(55%)，不参加の意向の者 (43%)であり，南部流 数量化E類分析を実施し，森林に対する親近感の

域で参加・不参加がほぼ同数であったのに対し 参 有無と，回答者の特徴の関係の把握を試みた 3) 図

非木造住宅

木造住宅(ツーパ

イフォ一等)

34略

12% 

木造住宅(在来工

法)
54克 e

図5. 住宅の選択

国産材が周いられていること

晶置、性能が良〈耐久性に慣れていること

健康に記慮した材料が用いられていること

世用する木材の種掴や産地、費用が明らかである
ζと

植林や手入れが適切に行われている蒜林からま産

された木材が用いられていること

リサイクルしやすいなど環境に配慮した製品である

こと

欲しいときにすぐに甥入できること

50 100 150 200 250 

222 

210 

図6.木造住宅を選ぶ際に重視する点

( 32 ) 

7に示すのは，回答者の特徴と森林に対する親近感

カテゴリースコア

-2 -1.5 -1 -0.5 0.5 1.5 

年齢120.....24

1凶ボランティア/はし

ム込i孟

図7.森林への親しみと関係する項目:数量化 11類

による分析結果

(パーの項目名は(アイテム名)/ (カテゴリー名))
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の有無との関連の程度である.棒グラフは「カテゴ い4) 森林を訪れる目的として，動植物の観察を挙

リースコア」を示している.そのカテゴリーに所属

した場合に目的変数(この場合は「森林に対する親

近感を有することJ)が当てはまる可能性を表す.

右側のプラスの方向に棒が延びる場合は，その項目

に当てはまれば，森林に対する親近感を有する可能

性が高いことを示す.逆に，左側のマイマス方向に

延びる場合は可能性が低くなることを示す.

全体的な傾向について述べる. 45歳以上の中高

齢層において，森林への親近感を感ずる傾向が大き

い.居住地別に見ると，野洲市住民の聞により森林

に対し親近感を感ずる傾向がある.森林に行く目的

として，山の手入れ，森林ボランティア，釣り，森

林浴を挙げる人々の聞にも森林への親近感を感じる

傾向がある.

2)どのような人々が森林ボランティア活動に参

加する傾向があるのか?

図8には，森林ボランティア参加の意向の有無

についての回答者の特徴のカテゴリースコアを示

している

年齢的には， 55歳以上の中高年層の参加意欲が

高く，地域的には，野洲市，湖南市の住民の参加意

欲が高い.森林所有者のボランティア参加意欲は低

;，1.5 

年厳il30句 34

務林所有ノ所有

カテゴリースヨア
o 

げる人々の参加意欲も高い.すでにボランティアに

参加している人々のあいだで参加意欲が高いのは当

然であろう

3)住民は森林の機能をどのように認識している

のか?

森林に期待する機能は人により様々であると考え

られる.その多様性を認識するため，期待する森林

の働きに関する質問への回答結果を数量化E類に

よって分析した. 2つの軸が求められた それぞれ

の軸における各機能の評価が図 9，図 10にそれぞ

れ棒グラフとして表示されている.数量化E類では，

これらの軸を解釈・命名する必要がある.なお，第

l軸について固有値0.37，相関係数0.61，第2軸に

ついて固有値0.32，相関係数0.56であった.

第 l軸は，森林の非木材・林産物利用と木材・林

産物利用とに分かれている.従って， この軸を「非

木材・林産物利用/木材・林産物利用(非林産/林産)J

軸と命名する.第2軸は，直接的な利用と社会基盤

的な利用とに分かれている.そこで，この軸を「直

教育の揖

レクリヱーション

野生動植物

大気持化

地球温躍化問止

水賢臨栢聾

貰害酎止

きのこ・山j巨

木材生産

カテゴ~-スコア11

2.5 -2 -1.5 -1 -0.5 0.5 1.5 

図9.森林機能への期待:数量化111類の結果(第1軸)

きのこ 山某

教育の場

レクリエーション

カテゴ日ースコア12

目的動植物嶋喫ノ'iい 木材生産

図8.森林ボランティアへの参加意向:数量化 11類

野生動植物

地球祖瞳化問止

民害防止

水資櫨掴華

大完梓化

による分析結果 ー1.5 .1 -0.5 0.5 1.5 2.5 3.5 

(パーの項目名は(アイテム名)/ (カテゴリー名)) 図10.森林機能への期待:数量化111類の結果(第2軸)

( 33 ) 
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接利用/社会基盤」軸と命名する. 図13では，評価軸上に今度は，居住地別の平均

この 2つの軸により，各機能を評価すると，図

11に示す点グラフが得られる.このグラフにより

森林へのニーズのグループ分けが可能となる.

右上の第 1象限に位置するのは，教育・レクリエー

ションの場へのニーズである.左上の第2象限に位

置するのは，野生動植物の生息地，大気浄化機能へ

のニーズである.左下の第3象限には，水源緬養，

災害防止へのニーズがある.温暖化防止へのニーズ

は第2象限と第3象限の境界に位置する.右下の第

4象限には木材生産へのニーズときのこ・山菜採取

へのニーズが他の機能からは大きく離れて位置づけ

られる.森林に対する住民のニーズが実はこのよう

に多様であることが明らかになった. これらのニー

ズを調和させつつ満足させていくことが，南部流域

の森林づくりには求められている.

図12では，この評価軸上に各年齢層の期待する

機能の平均スコアをプロットしてみた. 50歳を境

として，中年・若年層が縦の第 l軸「非林産一林産J

軸では上部 (i非林産J側)に位置していることが

分かる.一方，横の第2軸方向では，年齢による一

定の傾向は見られない.

草 2.0

7ヰ再I I I LJ 。教育の場大気浄化。 レクリェーシヨン

7地球1温暖化防止
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。虫害防止
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図12.年齢層別森林機能期待スコア平均

スコアをプロットした.守山市民は，非林産的利用

を求める傾向が強い.草津市民，栗東市民は，縦の

「非林産一林産」軸上では平均的な場所に位置し

横の「直接利用 社会基盤」軸上では社会基盤的な

機能への期待が強い.甲賀市民は，林産的利用を求

め，かつ直接的な利用への期待も強い

4)どのような人々が国産材の住宅を志向するの

か?

どのような人々が国産材を使った住宅を志向する

かを探った.木材を利用した住宅を選ぶ際に重視す

る項目として「国産材が用いられていること」を選

んだ回答者(図6参照)はどのような人々であるの

審

0.2 

(
斗
)
組 0.1

~ 
株 0.0

宇一0.1

幽 0.2
~ キ甲賀市
-0.3 

「社会基盤(左)一直接利用(右)J軸

図13. 居住地別森林機能への期待スコア平均

-u 
カテゴリーースコ7

-0.5 0.0 0.5 1.5 -1.0 1.0 

年齢12ト 14

年齢165-69

目的・山林手入れ11.い 目的山科手入札し、いえ

図 14. 国産材住宅志向:数量化H類分析結果

(パーの項目名は(アイテム名)/ (カテゴリー名))
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かを数量化E類分析を用いて分析した.得られたカ

テゴリースコアを図 14に示す.

「年齢が60歳以上であることJI森林を所有して

いること」が国産材志向と結びついていることが判

明する.森林に行く目的として. I釣り・山菜採り」

や「動植物の観察」を挙げた人々にも国産材志向が

認められる. I山の手入れを目的として森林に行く

こと」は国産材志向を低める傾向があるように解釈

もできる.だが，他の指標(偏相関係数)も検討し

た結果，これは他の変数との相互作用により，この

ようなカテゴリースコアが算出されたものと判断す

る.実際，偏相関係数を算出すると. I山の手入れ

を目的として森林に行くこと」と国産材志向の聞に

はごく弱い正の関係が認められる.

5.考察

南部流域住民の森林に対する意識の構造を知るた

めに，アンケート調査への回答相互の関係を分析し

た.中高年層に，森林への親しみ，国産材への愛着

が強い傾向が認められた.森林を動植物観察目的で

訪れる人々の聞で森林ボランティアへの参加意欲が

高い傾向がある.森林の機能への期待を分類したと

ころ，①「非木材・林産物/木材・林産物J.②「直

接利用/社会基盤Jの2つの座標軸上に分類できた.

森林関連のイベント，流域森林づくり委員会への

さまざまな形での参画，森林ボランティアへの参加，

地域材住宅購入の検討などについて呼びかけをする

機会が想定される.そうした場合に， どのような層

の参加意欲が高いかを意識した広報戦略をとる必要

がある たとえば，森林ボランティアの参加呼びか

けは. 55歳以上の自然愛好家をターゲットとする

ことが考えられる.

高い年齢層がより森林に対し親近感を抱き，国産

材住宅についても前向きであるということは，中長

期的には大きな課題を示している.すなわち，森林

との付き合い方としての「森林文化J.木材の利用

の仕方としての「木の文化」の中年層，若年層への

継承が行われていない危険性である.文化の継承の

断絶面と思われお 45歳未満の中年層，若年層の動

向に注目しなくてはならない.そして.I森林文化J.

「木の文化Jの継承なくしては，中長期的な南部流

( 35 ) 

域の森林づくりは極めて困難となることを強調して

おきたい.

なお，本研究の限界として，アンケート調査によ

る定型的な手法であることが挙げられる. 日常の接

触が少ない事象について(ここでは「森林J).質問

票によって尋ねられた場合，回答者は「適切と考え

られるJI無難なJ回答を与える可能性がある.実

際の行動(例:森林ボランティアへの参加者)と対

比して結果を再検討する必要がある.

注1)本研究は滋賀県南部流域森林づくり委員会の活動

成果を活用している.データ収集・整理・分析に

あたっては滋賀県甲賀県事務所森林整備課のご協

力を得た.

2)本節の記述は [5Jに拠っている

3)以下の分析では全て，択一回答のカテゴリーは同

ーアイテムとして，複数回答を許容する質問は別々

のアイテムに属する「はい/いいえ」回答の2カ

テゴリーとして取り扱った.

4) 森林所有者は，まず自身の所有林の管理に責任を

感じているため，その管理が行き届かない現状で

は，ボランティアとして他の所有森林へ目を向け

ることは想定外であるとも考えられる.

参考文献

[lJ内閣府大臣官房政府広報室「森林と生活に関
する世論調査」内閣府大臣官房政府広報室.C. 

1999. 

[2J総理府内閣総理大臣官房広報室「森林と生活

に関する世論調査」総理府内閣総理大臣官房

広報室.c.2003. 

[3J内閣府大臣官房政府広報室「森林と生活に関

する世論調査Jhttp://www8.αo.go.jp!survey/h19! 

h19-sinrin/index.htmlより. 2007-12にダウン

ロード. c.2007. 

[4J四手井綱英・林知己夫編著『森林をみる心:I森

林と文化」国際シンポジウムからの報告』共

立出版社. 1984. 

[5J滋賀県 W(変更案)湖南地域森林計画書(湖

南森林計画区)平成 18年2月変更』滋賀県，

2006. 

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org

